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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 13,630 2.5 417 36.0 421 33.0 279 47.4

2023年３月期第３四半期 13,297 7.9 306 529.3 316 524.1 189 －

（注）包括利益 2024年３月期第３四半期 279百万円（47.4％） 2023年３月期第３四半期 189百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 101.02 98.59

2023年３月期第３四半期 68.51 67.81

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 6,815 2,757 39.4

2023年３月期 5,602 2,477 42.9

（参考）自己資本 2024年３月期第３四半期 2,684百万円 2023年３月期 2,405百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年３月期 － 0.00 －

2024年３月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,806 10.9 500 8.2 512 7.4 330 5.0 119.39

１．2024年３月期第３四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2024年３月期の配当は未定です。

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期３Ｑ 2,810,000株 2023年３月期 2,810,000株

②  期末自己株式数 2024年３月期３Ｑ 40,291株 2023年３月期 40,291株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期３Ｑ 2,769,709株 2023年３月期３Ｑ 2,769,745株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

詳細は，添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響が弱まった一方

で、ウクライナ情勢の長期化や世界的な原材料及びエネルギー価格の高騰等により、先行きの不透明な状況で推移

しました。

　このような事業環境の中、当社はダイレクトマーケティング実施企業に対して、マーケティングの各局面におい

て最適なソリューションを提供するべく努めてまいりました。また、積極的な人材採用を行い、営業力及び提供サ

ービスの強化に取り組んでまいりました。

　この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における売上高は13,630,516千円（前年同期比2.5％

増）、営業利益は417,254千円（前年同期比36.0％増）、経常利益は421,226千円（前年同期比33.0％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は279,785千円（前年同期比47.4％増）となりました。

　セグメント別の業績は以下のとおりです。

ⅰ）ダイレクトメール事業

　ダイレクトメール事業におきましては、充実した営業体制を基盤に、企画制作からデザイン、印刷、封入・封

緘作業を一括して手がけるワンストップサービスの提供、郵便やメール便のスケールメリットを活かした提案型

営業を積極的に展開いたしました。また、ＥＣ通販市場の拡大に伴い需要が増加している宅配便等の小口貨物を

取扱うフルフィルメントサービスについては、サービス提供体制の強化に努めました。一方で、９月に新たなフ

ルフィルメントセンターの設立のための土地建物を取得しており、これに係る取得関連費用が発生しておりま

す。

　この結果、新規顧客の開拓及び既存顧客からの受注が堅調に推移し、売上高は11,900,884千円（前年同期比

3.9％増）、セグメント利益は635,260千円（前年同期比2.7％増）となりました。

ⅱ）インターネット事業

　インターネット事業におきましては、コンサルティング型マーケティングサービスの提供を強化するととも

に、これまで培ったＷｅｂサイトのコンテンツ制作ノウハウを活かしたバーティカルメディアサービス（注）に

も引き続き注力いたしました。

　この結果、売上高は988,853千円（前年同期比2.6％減）、セグメント利益は201,026千円（前年同期比68.8％

増）となりました。

（注）バーティカルメディアサービスとは、特定の分野に特化した自社Ｗｅｂサイトの運営を通じて、利用者へ

有益な情報や各種サービスを提供するサービスです。

ⅲ）アパレル事業

　アパレル事業におきましては、子会社である株式会社ビアトランスポーツ（以下、ビアトランスポーツ）の販

売体制の整備充実を図るとともに経営体制の強化を進め、ビアトランスポーツのサイトを通じた商品の販売の促

進に努める一方で、為替やインフレ等の外部環境の影響を受けました。

　この結果、売上高は740,777千円（前年同期比11.0％減）、セグメント利益は42,477千円（前年同期比51.3％

増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は6,815,912千円となり前連結会計年度末に比べ、1,213,902

千円増加しました。これは主に、建物及び構築物の増加498,627千円及び土地の増加860,840千円があった一方で、

受取手形及び売掛金の減少172,701千円があったことによるものです。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は4,058,276千円となり前連結会計年度末に比べ、934,116千円

増加しました。これは主に、長期借入金の増加1,084,608千円があった一方で、買掛金の減少155,858千円があった

ことによるものです。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は2,757,636千円となり前連結会計年度末に比べ、279,785千
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円増加しました。これは主に、利益剰余金の増加279,785千円によるものです。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2023年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,323,650 1,246,684

受取手形及び売掛金 2,088,770 1,916,068

棚卸資産 170,762 308,772

その他 211,452 205,609

貸倒引当金 △7,539 △6,887

流動資産合計 3,787,096 3,670,247

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 200,166 698,793

土地 668,606 1,529,447

その他（純額） 283,001 319,641

有形固定資産合計 1,151,774 2,547,882

無形固定資産

のれん 190,275 172,436

その他 49,460 38,008

無形固定資産合計 239,735 210,445

投資その他の資産

その他 425,302 389,504

貸倒引当金 △1,898 △2,168

投資その他の資産合計 423,403 387,336

固定資産合計 1,814,913 3,145,664

資産合計 5,602,009 6,815,912

負債の部

流動負債

買掛金 1,436,152 1,280,293

１年内返済予定の長期借入金 228,994 309,792

未払法人税等 106,231 106,904

賞与引当金 127,671 66,555

その他 574,194 560,688

流動負債合計 2,473,244 2,324,234

固定負債

長期借入金 643,434 1,728,042

その他 7,481 6,000

固定負債合計 650,915 1,734,042

負債合計 3,124,159 4,058,276

純資産の部

株主資本

資本金 342,591 342,591

資本剰余金 268,758 268,758

利益剰余金 1,844,067 2,123,853

自己株式 △50,292 △50,292

株主資本合計 2,405,123 2,684,909

新株予約権 72,726 72,726

純資産合計 2,477,850 2,757,636

負債純資産合計 5,602,009 6,815,912

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

売上高 13,297,051 13,630,516

売上原価 11,060,613 11,266,585

売上総利益 2,236,437 2,363,930

販売費及び一般管理費 1,929,584 1,946,676

営業利益 306,853 417,254

営業外収益

受取利息 4 91

受取配当金 13 13

持分法による投資利益 8,936 7,289

助成金収入 1,376 1,306

為替差益 2,103 －

その他 2,958 3,707

営業外収益合計 15,393 12,407

営業外費用

支払利息 3,926 7,633

支払手数料 1,693 378

為替差損 － 199

その他 23 224

営業外費用合計 5,642 8,435

経常利益 316,604 421,226

特別損失

減損損失 26,878 －

特別損失合計 26,878 －

税金等調整前四半期純利益 289,725 421,226

法人税、住民税及び事業税 99,970 141,440

四半期純利益 189,755 279,785

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 189,755 279,785

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

四半期純利益 189,755 279,785

四半期包括利益 189,755 279,785

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 189,755 279,785

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２
ダイレクトメ
ール事業

インターネッ
ト事業

アパレル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 11,449,155 1,015,215 832,680 13,297,051 － 13,297,051

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,902 － 2,994 5,896 △5,896 －

計 11,452,057 1,015,215 835,674 13,302,948 △5,896 13,297,051

セグメント利益 618,344 119,068 28,066 765,479 △458,625 306,853

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２
ダイレクトメ
ール事業

インターネッ
ト事業

アパレル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 11,900,884 988,853 740,777 13,630,516 － 13,630,516

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,448 － 2,133 4,582 △4,582 －

計 11,903,333 988,853 742,911 13,635,098 △4,582 13,630,516

セグメント利益 635,260 201,026 42,477 878,764 △461,509 417,254

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△458,625千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　各報告セグメントに配分していない全社資産である新宿オフィスに係る固定資産について、新宿オフィ

スの閉鎖の意思決定を行ったことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失とし

て特別損失に計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては

26,878千円であります。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△461,509千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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